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◇例会日　毎火曜日　19：00～20：00
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E-mail : rotary@mail.honjo.ne.jp

◇会長　根岸　良行　
◇幹事　長沼　　章

◇クラブ会報委員会／委員長 矢部　一臣／副委員長 飯塚　能成
／委　員 星野　栄一・木村　真純・清水由紀夫
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会長テーマ【 想いやる心を持とう　】
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œ司　会／星野栄一SAA

œ点　鐘／13時00分　根岸良行会長

œソング／国歌・それでこそロータリー

œゲスト／野中　弘之様（地区ロータリー財団部

門委員長・熊谷東RC）
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根岸良行会長

前期最大の行事でありますガバ

ナー公式訪問も滞りなく終了致しま

した。これも会員皆様のご協力のお

陰と心より感謝申し上げます。

お客様のご紹介を致します。地区

R財団部門委員長、野中弘之様本日はようこそお出

で下さいました。後ほど卓話をよろしくお願い致

します。

先日の11月7日職業奉仕研修会が埼玉グランド

ホテル深谷にて開催されました。奈良橋エレクト、

戸谷会員、中原会員と共に行って参りました。そ

の中で経済アナリスト竹井厳氏の講演があり、世

界の有名ブランドは日本への出店をし、また出店

を計画中であるとの事でした。一方日本経済は多

額の借金をしている、しかしこの試練に残る事が

出来れば経営も順調になって来る、またその試練

に合わせて変化出来る企業だけが生き残ることが出

来るとも言っておられました。この困難な時代を戦

い抜き、生き残らなければならないと思いました。

その後地域で活躍している企業の体験発表とし

て「株式会社オリケイ」鵜養秀男氏、「精神障害者

社会復帰施設」荻澤貫志氏、「永田紙業株式会社」

永田博太郎氏の体験発表がありました。お三方そ

れぞれ企業の興味あるお話をされ、大変参考にな

りました。時間を延長してもお聞きしたいような

お話でありました。尚、本日高山孝ガバナーより

先週の当クラブ訪問に対するお礼状を頂きました。

私達会員一同これからもガバナーの教えを忠実に

守り、ロータリー活動を行って参りたいと思いま

す。過日は本庄南ロータリークラブをご訪問頂き誠

に有難うございました。心よりお礼を申し上げます。

長沼　章幹事

○100周年記念推進キットが国際

RIより届きました。

○熊谷RC50周年記念誌が届いてお

ります。

○大阪大会出席の方は登録書式に記

入願います。

○12月の第1例会は、年次総会が開催されますの

で皆様の出席をお願い致します。

デール氏のカレンダーを会長、幹事会（11/9）

で取り上げてまいります。

浅田　進ガバナー補佐

第4グループの公式訪問が終わり

ました。印象を1、2話してみます。

○ある程度の会員数の規模がないと

運営が苦しい。

○委員会の数が多いのは必ずしも好

都合ばかりではない。

委員会のメンバーを増して実質的な活動を可能

にすべきでは。

○現今の経済状況下では奉仕活動も数を追うので

はなく、重点集中で効果が表れる方向で活動す

べきでは。

野中弘之地区R財団部門委員長

＜財団月間に因んで＞

とかく「ロータリー財団」というと評判があま

りよくありません。略した横文字が多く寄付の方
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法や使われ方も複雑でわかりにく

い。財団の本部でどんな運営をして

いるのか不透明だ等々。私も立場上、

にわか勉強をしてみて誠にもっとも

だと実感します。

しかし、RIにとってR財団はどんな位置にあるの

でしょうか。元RI理事であった千玄室（宗室）さ

んはこんなふうに言っています。「国際ロータリー

の中で最も重要な役割を果たすのがロータリー財

団である。ロータリー財団なくしてRIがその世界

的役割を演じ続けることは不可能である。」また、

これはあとで知ったことですが、手続要覧の最新

版には「地区ロータリー財団委員長はパストガバ

ナーであるべきである。」とあります。

国際ロータリーにとって財団がいかに重要な位

置を占めているかが良くわかります。世界最大

（民間）の奨学金である国際親善奨学金、ポリオ撲

滅キャンペーン、途上国への人道的援助、これら

も財団あってはじめてロータリーの存在が世界に

認知されると言って過言ではないでしょう。どう

かこのあたりをご理解いただいて、奉仕を標榜す

るロータリアンとして最も重要な寄付にご協力を

いただきたいと思います。

1．今年度から変わる財団活動

1） 地区補助金の新設

これまで国際奉仕の分野でのみ使われていた財

団の資金が新たに地区補助金として地区や各ク

ラブの奉仕活動にも利用できる道が開けた

（DDFの20％を上限）

2）今年度の年次寄付分からシェアシステムとし

て地区で活用できるDDF（地区活動資金）と、

ロータリー財団で管理するWF（世界活動資金）

の比率が従来のDDF60％、WF40％から50：

50となります。また、同額補助金の比率も変わ

り「マッチング・グラント」という名称になる。

マッチング・グラントのニーズが増大、WF（国

際活動資金）が不足した結果による。

2．今年度ロータリー財団の寄付目標

（＄258，000）について

最近の年次寄付の減少傾向、シェアシステム変

更によるDDFの減少、地区補助金の新設等から、

これまで当地区財団活動の中心であった国際親善

奨学生への資金が大幅に減少する恐れが出てきま

した。

世界的には「教育的プログラム」から「人道的

プログラム」に活動の中心が移行していることは

確かですが。飢餓、貧困、疾病、非識字といった

問題もなく、物質的な豊かさでは世界で最も恵ま

れたわが国で地区活動資金（DDF）の最もふさわ

しい活用は優れた次世代への人材育成ではないで

しょうか。

年次寄付一人100ドルのご協力を心からお願い

致します。今年度の年次寄付がDDFとして利用で

きる3年後、少なくとも4～5名の奨学生の派遣は

したいものと念じております。

締めくくりの言葉として「ロータリーの友」11

月号の玉村財団管理委員の「自分がいたために世

界がちょっとでも良くなったと思いながら死にた

い。そのためにロータリアンになっています。そ

れを推進するのがロータリー財団です。」これが財

団の心だと思います。

12/ 2 第470回／埼玉GH／PM7:00 定例理事会

12/ 9 第471回／埼玉GH／PM7:00 卓話

12/16 第472回／埼玉GH／PM7:00 クリスマス例会

野中　弘之様　今日はお招きいただき有難うご

ざいます。ロータリー財団への

ご協力よろしくお願い致します。

根岸良行会長　地区R財団部門委員長野中様、本

日はようこそお出で下さいました。

浅田　進会員　　　　　　〃

戸谷全克会員　　　　　　〃

山田勝治会員　　　　　　〃

福島好正会員　　　　　　〃

堀口孝利会員　仕事の都合で欠席致します。

高橋政夫会員　会議の為　　　　〃

服部浩一会員　　　　　　　　　〃　

堀川　明会員　　　　　　　　　〃

松本忠夫会員　　　　　　　　　〃

佐藤重孝会員　　　　　　　　　〃
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出 席 報 告

会員数

31名

出　席

13名

欠　席

18名

萩原史夫出席委員長

Ｍ.Ｕ

10名

出席率

74.19％

例 会 予 定

欠席者のメッセージ
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